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1 はじめに
収納箱に入れられた物を外から確認することは難し
く，また，箱に入れられた全ての物を把握しておくこ
とはなかなかできない．そのため，例えば探し物をす
る際には部屋中を動き回っていろいろな箱を覗き込ん
だり物をかき分けたりと，煩雑かつ非効率的な動きが
多くなり，大変な手間がかかってしまう場合が多い．
その他，地下室や屋根裏，物置きなど離れた場所で
箱にしまわれている大量の荷物の中から目的の物を探
すのは大変面倒である上，高いところに置かれている
箱や重い箱などの中身を確認する作業は危険であり，
それだけで重労働である．そのような苦労をしても，
その場所には目的の物がないことが分かったり結局目
的の物を見つけられない場合もよくある．
そのような苦労を最小限にしようとすると，箱に物
を片付ける際にカテゴリーに分けたり大きさを考えた
り，様々なことに気を使わなければならず，大変面倒
である．
また，箱の中にしまって，見る機会が少なくなると，
その物の存在を忘れてしまったり，どこにしまったか
分からなくなってしまったりして，結局同じ物を何度
も買ってしまうことも少なくない．
箱の中身を簡単にデータベース化し，そのデータベー
スを簡単に確認することができれば，探し物をする時
間を短縮できるだけでなく，片付けの時間や，無駄な
買い物を抑えることもできると考えられる．

2 箱ブラウザ：収納箱の手軽な撮影と閲覧
システム

我々はこれまでに「箱ブラウザ：収納箱の手軽な撮
影と閲覧システム」を提案した．このシステムでは，
あらかじめそれぞれの箱に識別番号を割り振ったパッ
シブ RFIDタグを取り付けてあり，部屋の一角には箱
の中身を撮影する専用スペースを設けてある．ユーザ
は箱の中身を変更するたびに撮影専用スペースに箱を
持ち込んで撮影を行う．箱と写真データのマッピング
は，撮影時にシステムが箱底面の RFID タグを読み
取って行う．
このシステムを使用して，ユーザは手軽に箱の中身
を写真データとしてデータベース化し，どこからでも
簡単に箱の中身を確認することができる．
しかしこのシステムには，箱の中身を撮影できる場
所が限られていること，箱の識別番号が一目見ただけ
では分からないこと，などの問題点があった．
そこで本研究ではこれらの問題を考慮し，２つのカ
メラを天井に設置し，視認可能なマーカーを用いるこ
とで，長机全面などの広い範囲で箱の撮影を行えるシ
ステムを作成した．

2.1 システムの概要

本システムの概要を図１に示す．
USBカメラと高解像度のデジタルカメラ1は物を探す

1Cannon 社 PowerShot G10

図 1: システムの概要図

際に使うテーブルの真上の天井に取り付けてある．ま
た，システム本体であるマザーボードはカメラやネット
ワークと接続している．OSにはUbuntuを使用し，カ
メラの制御にはコマンドラインからの利用が可能である
captureパッケージ2を，箱の識別には ARToolKit3を
用いた．ARToolKitを用いることで，人間にも視認で
きるマーカを使うことができる．
それぞれの箱のふた部分には識別番号を割り振った

ARToolKitのマーカを取り付ける．テーブルに箱を置
くと，箱のふたに付いたマーカを USBカメラが認識
し，デジタルカメラで撮影を開始する．
写真データと箱のマッピングは，システムが AR-

ToolKitのマーカを認識することで行う．
ユーザは物の出し入れなど箱の中身の変更をこのテー
ブルで行うと，写真データが更新される．

2.2 写真の撮影

撮影は次のステップで行われる．USBカメラは常に
テーブルの上を監視しており，ユーザがテーブルに箱
を置くと箱のふたに取り付けられたマーカを認識して，
箱の識別番号と位置の座標を測定する．ユーザが箱の
ふたを外して作業を始めることで USBカメラでマー
カを認識できなくなると，高解像度カメラでテーブル
全体の撮影を開始する．現状のプロトタイプではテー
ブルの撮影は 10秒おきに行われる．物探しの作業が終
了し，ユーザが箱のふたを元に戻して USBカメラで
再びマーカを認識すると，高解像度カメラによるテー
ブルの撮影を終了する．

2.3 写真の保存

高解像度カメラで撮影したテーブルの写真は全てPC
に転送されている．そのうち，撮影を開始した直後の
一枚目の写真と，撮影を終了する直前の写真のみに対
して，USB カメラでマーカを認識した際測定した箱
の位置の座標情報をもとに，その部分を切り取り保存
する．写真には日付と秒単位の撮影時刻をもとに名前
を付け，識別番号に対応するディレクトリの下に保存
する．

2http://sourceforge.net/projects/capture
3http://www.hitl.washington.edu/artoolkit/



図 2: 実際に作成したブラウザ

2.4 写真の閲覧

本システムのブラウザでは以下の２点を考慮した．
まず，全体として効率を上げるため，サムネイル表示
の時点である程度箱の中身を把握できるよう，大きめ
に表示すること，次に，たくさんの写真見やすく配置
し，楽に閲覧できることである．
そこで本システムのブラウザには「なめらかアルバ
ム」を採用した．実際に作成したブラウザを図２に示
す．なめらかアルバムは，サムネイルと大きな画像の
切り替えや，他の画像に切り替える操作や動きをなめ
らかにすることによって，たくさんの画像をシンプル
かつ少ない動作で見られる写真集である．
なめらかアルバムを使うと，サムネイルと大きな画
面の切り替えをスムーズでシンプルに行うことができ
るため，写真の数が多くなっても操作が面倒でない．
また，マウスのドラッグの具合に応じてサムネイルの
大きさも変化するため，ユーザが見たいところのサム
ネイルは大きく，必要ないところのサムネイルは小さ
く表示できる．
なめらかアルバムでは，テキストファイルに書き込
まれたファイル名から写真を参照し表示するため，本
システムでは撮影時に該当するテキストファイルの末
尾に写真のパスを追加している．

3 関連研究
これまでにも探し物を支援する研究は多くなされて
いる．
光による物探し支援システム [4]は，あらかじめよ
く失くす特定の物にアクティブRFIDタグを取り付け
ておき，超音波３次元位置計測器リーダやアクティブ
RFIDリーダを用いて位置を測定し，測定した位置が
ユーザにわかりやすいよう，探し物のある付近にスポッ
トライトを照射するシステムである．また，I’m Here!:
物探しを効率化するウェアラブルシステム [2]は，ユー
ザが常にカメラを装着し，身の回りを録画することに
よって，探している物を最後に把持していたシーンを
ユーザに確認させ，その時点の体験を思い出す活動を
支援することによって物探しを支援するシステムであ
る．また，Hide and Seek[1]は特定の物に赤外線受信
機，スピーカ，静電要領センサが搭載されたアクティ
ブ IDタグを装着し，音声入力装置と赤外線信号発信
装置を設置し，ユーザがあらかじめ登録してある物の
登録名をマイクを通して発音すると，システムから目
的物に対して赤外線信号が発信され，目的物に装着さ
れたアクティブ IDタグが音を発するシステムである．

また，物探し支援のための超音波を用いた誘導システ
ム CoCo[5]は，あらゆるオブジェクトに加速度センサ
と位置センサをとりつけ，物の位置を容易に知ること
ができる環境のもと，３次元位置センサと超指向性ス
ピーカを組み合わせたシステムで，超指向性スピーカ
から放射される超音波を床に当て，その音を少しずつ
ずらして音の道筋を作ることでユーザを目的物の方向
へ誘導する．
これらの研究はいずれも「よく失くす物」，「身の回
りの物」に着目しており，探せる物が限られているが，
箱ブラウザは，箱の中に入っているもの全てが対象で
あり，ユーザが覚えきれないような多くの品物をシス
テム側で把握することができる．

Strata Drawer[3]は，引き出しにしまわれた書類が
地層のように時間とともに積み上げられて行くことに
着目し，引き出しにカメラや高さセンサを組み込み，
引き出しにしまわれた書類などの収納物の写真と収納
物の高さ情報を獲得して，時間軸と地層の高さに基づ
いて収納物の画像を閲覧できるシステムである．この
システムは一つの引き出しの中の書類が対象としてい
るが，本システムでは棚に多数置かれた箱の中身を撮
影することで一つの引き出しよりも大量の物品を対象
とした物探しが可能である．

4 まとめと今後の予定
箱の識別番号と中身の写真データのマッピングを行
い，ユーザがその情報を簡単に閲覧できるシステム「箱
ブラウザ」を提案した．
今後は，研究室の入退出社を管理するシステムであ
る行き先掲示板と連携させることによって，箱の中身
の変更があった時間に誰が研究室内にいたのかを表示
する機能を取り付けたい．また，単なる物探しだけで
なく，撮り溜めた写真データをスライドショーのよう
に表示し，ユーザに何があるかリマインドさせるよう
な別のアプローチについても検証していきたいと考え
ている．他にも，現在のビューアーは全ての箱をまと
めて時系列で表示するが，今後は，各箱と時系列のそ
れぞれを効率的に閲覧する手法を提案していきたい．
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